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9 月 29 日（水） 観察調査（参与観察） 
9 月 30 日（木） 観察調査（参与観察） 
11 月 9 日（水） 観察調査（参与観察） 
11 月 9 日（水）～21 日（火） 指導案作成 
11 月 22 日（火） 賀露保育園にて指導案指導 
11 月 24 日（木） 賀露保育園にて指導案指導 
11 月 1 日（木） ピアノ担当学生と着ぐるみ担当学生と打ち合わせ 
11 月 3 日（土） 賀露保育園生活発表会見学 
11 月 24（木）～6 日（火） 歌詞・楽譜・ハチマキ・アンケートの準備 
11 月 5 日（月） ピアノ担当学生と着ぐるみ担当学生と打ち合わせ 
11 月 6 日（火） 賀露保育園にて実践 1 回目・観察調査（参与観察） 
11 月 6 日（火） 着ぐるみ担当学生と打ち合わせ 












よう考慮して 1 番のみの歌唱とした。 





曲名 年 作詞者 備考 調 拍子 音域 
兎のダンス 1924（大正 13 年） 野口雨情 『コドモノクニ』 C 2/4 c¹‐e² 
 
《兎のダンス》は前述したように，ハ長調である。旋律を聴くだけでも明るい印象を受ける。拍
























出典：鷹見久太郎 編『コドモノクニ』東京社，1924 年。 
3村上 沙樹・鈴木 慎一朗：鳥取市立保育所における童謡に関する実践  
地域学論集 第 14 巻第 3 号(2018) 
 




















・実施日   2016（平成 28）年 12 月 6 日（火）10:00～10:21・7 日（水）10:00～10:36 
・実践対象  鳥取市立賀露保育園 5 歳児クラス 37 名 
 
 記録方法はビデオカメラによる記録と，実践の前後での参与観察時のメモの 2 つである。ビデオ
カメラ計 2台で記録し，1台は保育室後方に三脚で固定し全体及び筆者の村上を主として記録した。
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表３ 絵本『うさぎのダンス』を読んだ時の様子 
時間 人物 言動 





なあ でも僕 タヌキだから入れてくれないかもしれない そうだ 葉っ
ぱを一枚のっけて ハレハレポンポンハレポンポン うさぎさんになあれ 
ぽん 失敗 お耳がない お耳が長くないね それじゃあ今度はこの葉っ
ぱで挑戦 ハレハレポンポンハレポンポン お耳長くなあれ ぼん やっ
た でも尻尾とお顔は元のまんま  

















表４ 最初の付点 8分休符を確認する様子 
時間 人物 言動 
10：58 C （手でリズムを叩きながら歌い始めるが出だしがズレる） 
10：59 T ストーップ ちょっと 難しいところがあります 実は せーのそそっら
そっらそっらではなく せーのーうんそそっら うん をちょっとね 感
じてください ちょっと難しいよ でもそらさんだったらたぶんできると
思う 
11：23 T せーのーうんそそっらそっらそっら（手を叩きながら歌いだしだけ歌う） 
11：25 C （T をよく見ながら歌いだしだけ手を叩きながら歌う） 
11：28 T うん溜めるで 
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時間 人物 言動 
12：52 T せーのーうん（伴奏を弾きながら歌う） 
12：53 C うん（手でリズムを叩きながら歌う） 



















09：34 C （手を耳にしてぴょんぴょん跳ぶ） 
09：40 C （友だちと手を繋いで手をゆらゆらさせる） 
09：56 T ちょっと何回も弾いてもらうけんちょっと考えような＝ 
10：35 C （友だちと向かい合って跳んで）S ちゃんより私の方が高い 















時間 人物 言動 
12：12 T みんな歌ってよ＝ せーのうん 
12：13 CY （リズムに乗って 3 種類のダンスを入れて自分で考えたものを発表す
る） 
12：13 C （CY のダンスをよく見ながら元気に歌う） 
12：33 T 拍手＝（拍手をする） 
12：33 C （拍手をする）すごーい 
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表８ ミミちゃんがダンスすることを提案する場面 
時間 人物 言動 
06：34 M （ダンスもしたらもっと楽しくなるという動作をする） 
06：36 T （動きに合わせて）歌って＝歌うだけじゃなくて＝ 
06：38 C （ミミちゃんの動きを見て）踊る＝ 
06：39 T おどる？ダンスか！ダンスもしたらもっと なんか楽しくなるかなっ
て 
06：45 C 言ってる＝ 
06：46 T うん 言っとるみたいだな＝ どう？ 
06：49 C （口々に）いいよ＝ 
06：54 T 歌って踊ってみたら楽しいかもしれんな＝ 
06：55 C 先生うさぎの耳？（手を耳に見立ててウサギの真似をする） 
06：58 T あ うさぎの耳こうやってしてもいいかもしれんな＝ 












表９ 遊戯室で 2回目が終わった後子どもたちからアンコールする様子 
時間 人物 言動 
22：40 C （曲が終わって）アンコール 
22：50 C （徐々に人数が増えて）アンコール アンコール アンコール アンコ
ール アンコール アンコール アンコール 
22：58 T しー 
23：00 C （静かになる） 
23：02 T ミミちゃんミミちゃん みんながアンコールって言ってくれたけど ど
う？ 
13：11 M （片手を高く上げてもう 1 回やりたいということを伝える） 
23：25 T ミミちゃんやりたいって言っとるで＝ 












表 10 子どもとミミちゃんだけでやり取りする様子 
時間 人物 言動 
26：55 C 先生ミミちゃんがなんか言っとる＝ 
27：02 C 楽しかったって言ってるぞ 
27：05 C ミミちゃん 楽しかった？ 
27：07 M （問いかけに対して大きく頷く） 
27：07 C うんだって＝ 
27：11 C ミミちゃん楽しくなかった？ 
27：14 M （問いかけに対して首を横に振る） 
27：14 C ううんだって 
27：15 C 楽しかったんだって 
27：16 C 普通だった？ 
27：19 M 腰から横に振る 
27：19 C ううんだって 
27：21 C すごい楽しかったって 
27：22 C すごい楽しかった？ 











表 11 筆者を待つ間ミミちゃんを見ながら歌う様子 
時間 人物 言動 
27：28 P （伴奏を弾き始める） 
27：33 C （踊るミミちゃんを見ながらピアノに合わせて綺麗な声で歌う） 
27：35 M （ピアノに合わせてその場で踊る） 
27：50 C （歌い終わって拍手しながら）すごーい かわいい 
27：53 P （もう一度ピアノ伴奏を弾き始める） 
28：00 C （歌いながら手拍子をしたり座ったまま振りをつけたりする） 
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 以上から表 12 では，1 回目と 2 回目の実践の中で①～④の手立てや事前準備で用意した教材な
どが子どもたちの歌声にどの場面でどのように影響し変化したのかを一覧にした。 
 
表 12 歌声の変化 
歌った
回数 














































る時（実践 2 回目） 
友だちをよく見ながら座った
ままだが揃っていて綺麗な歌
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 １回目のアンケートは以下の通り行った。 
・日時：2016（平成 28）年 12 月 6 日（火） 
・対象：そら組（5 歳児クラス）の 36 人（欠席者 1 人） 
 





 図２から，１回目の実践では 36 人中 24 人がとても楽しかったと回答した。これは全体の 67％




・日時：2016（平成 28）年 12 月 7 日（水） 
・対象：そら組（5 歳児クラス）の 37 人 
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 図３から，2 回目の実践では 37 人中 31 人がとても楽しかったと回答した。これは全体の 84％で
ある。また，37 人中 5 人がちょっと楽しかったと回答した。これは全体の 13％である。37 人中 1
人があまり楽しくなかったと回答した。これは全体の 1％である。 
 
 1 回目の実践の感想聞いた結果と 2 回目の実践の感想を聞いた結果では，「とても楽しかった」が
1 回目は 67％だったが，2 回目は 84％と大幅に上がっていた。逆に「ちょっと楽しかった」は 1 回
目は 30％で，2 回目は 13％で大幅に下がる結果となった。これは 2 回目の実践では，1 回目の実践
で「ちょっと楽しかった」と回答した子どもも 2回目では「とても楽しかった」と回答した子ども
が少なからずいるということがわかる。「あまり楽しくなかった」と回答した子どもは，記録したビ
デオと筆者の観察から，1 回目の実践では欠席しており《兎のダンス》を歌うことが 2 回目の実践
の時は初めてだったことがわかった。指導案を欠席者がいることを想定して作成できていなかった
点と当日，その子どもに配慮した流れや援助までできなかったことが大きな要因であると考える。 
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せた活動だった。2 回目の実践の感想として最も多い回答は 1 回目と同じく「とても楽しかった」


































 本研究は，平成 28 年度ＣＯＣ＋「産官学連携共同研究」支援事業の助成を受けた。 
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